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ゴットヘノレフ『黒い蜘昧Jlの

食事の場面に見られる聖書の影響について

菱川i 涼子

イェレミアス・ゴットヘノレブ (Jeremias Gotthelf， 1797~ 

1854) の『黒い蜘妹JI(Die schwarze Spinne， 1841) は、あ

る家の主人が孫の洗礼式の日に家の柱の由来を語り、洗礼を祝

うために集まった客たちがそれを聞くという趣向の短編小説

である。この作品は、作者ゴットヘルプが牧師だったこともあ

り、神や悪魔が登場するなど、聖書の世界観を反映している o

物語の背景となっている「洗礼式 j や、悪魔が信仰のカによっ

て柱に関じ込められるという話の流れからも、聖書からの影響

は看過できないものだと言えるだろう。

『黒い蜘株』の舞台となっている村はアルプスの谷間にあり、

物語の中では、生まれて聞もない赤ん坊の洗礼式とそのお祝い

の食事会が行なわれる。そして、その赤ん坊の祖父にあたる家

の主人は、かつて村で領主の圧政によって農民が苦しんでいた

こと、領主が命じた過酷な労働のために村人が悪魔と契約した

こと、悪魔と契約したことによって村で惨劇が繰り返し起きた

ことなどを語る。悪魔との契約の物語と、契約したあとに起こ

った一連の惨劇の物語は、神と悪魔の対比や勧善懲悪、信仰の

大切さをテーマにしている。たとえば、タイトルにもなってい

る黒い脚妹は、悪を具現化させたものだと考えられるが、この

蜘妹は登場人物のクリスティーネが悪魔と契約することによ

って現れて、多くの人々を殺す。またその際、信仰心のないふ

るまいをする者から蜘殊によって殺されていき、蜘妹を家の往

1 Gotthelf， Jeremias : Die schwαrze Spinne. Stuttgart; Reclam， 2002 
以下本稿での引用は、イェレミアス・ゴットヘ/レフ『黒い蜘株』山
崎章甫訳、岩波書活、 1995年による。
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ゴy ト《ルフのro聴い償金象』の食事の舗面に見られる"..の彫膨について

に閉じ込めることができる人や、蜘綜の災禍から遊れることが

できる人は信仰が篤い人々である.聖書の考え方によると、悪

置に少しでも手を貸すものは、最終的には悪魔に演を差し出す

ことになるので、 ， r黒い蜘妹』 は悪魔と契約することを戒め
た物綴だととらえることができる。そして 蜘綜と戦って退け

ることができるのが司祭であること、蜘妹を柱に閉じ込めるこ

とができるのは信仰が深く、子供を守ろうとする人物であるこ

とからも、悪魔に対する信仰の勝利を説み取ることができる.

懇を象徴する蜘鯨が牲に閉じ込められ 村が平和になるという

結末からも、この小鋭が整容的な勧嘗懲悪のストーリーを持っ

と考えることができるだろう。

『黒い蜘銑』 の作者であるゴットへルフが重量曹に対して深い

鍾解を持っていたことは、本作品と聖書との関係に大きく寄与

していると考えられる . ゴットヘルフは本名をアルベルト ピ

ツィウス (AlbertBitziusl といい、スイスのエンメンター Jレ

地方で牧師として働いていた ， ゴットへルフの本業 は裂聴

者として農民にキリスト教の教えを鋭くことであり 作家はい

わば副業のようなものだったと言える. ‘ ゴットへノレフの牧

師と作家という こつの職業を考えると、やはり 『黒い蜘妹』 に

， r様い蜘縁J7)頁、 76頁参照.
， 110・者としてのゴットヘルフについては、志村恵『ゴ γ トヘルフ
は牧会者だったのか。-!i!職者と文学者のはざまーJ(北陸宗教文化
学会(編)r北陸京敏文化』第 18号、 2006年、 57-72貰)が".号
になる . この給文で志村は 、ゴフトヘルフがスイ スの改厳派の牧師
だったことから、ゴットヘルフの作品と牧師という磁業の関係を輪
じ、両者の関係について 主教の道具としての文学とするか、もし

くは文学作品がもっ宗教的意図とするかという問題を提起してい

る.
‘ゴ γ ト《ルフの生涯については 佐々木翠 fゴット《ルフとカレ

ング J (東京農業大学(鍋)r東京農業大学 般教育学術集線 』第
11号、 1981年 6-26 M)が詳しい.ゴットへルフの人生や社会的
な背景、時代の疏れを扱観したこの治文の中で佐々木は、ゴッ卜 r、

ルフの牧師や作家としての側面だけでなく 教育家、政治家として
の側面についても 冨及しており、 『続ペルンカレンダー J 制作から

続み取れる、ゴット《ルフの教育に対する情黙と政治的な関むの関
係を治 じている .
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援護審からの影響があることは疑いのないものになる。

F主義い蜘株』は聖書と深い関係をもっ小殺だ、が、作ゅではそ
の影響はどのように表現されているだろうか。 1日終墾譲事と新約

愛護審で掛かれているエピソードと、明らかに関速していると考

えられる本作品の場語を見ていこう。まず、村の幾民たもが領

主からーヶ月で並木道を作る仕事会命じられ、域から嘆きなが

ら逃げてきた援護5である。並木遂を作るためには遠くの森から

ブナのオ立を取ってこなければならず、生殺でいくための畑仕事

4とする時間がなくなり、食べる物がなくなってしまうかもしれ
ない。幾民たちが領主に対する恐怖と飢え死にの恐怖に嘆いて

いるところに、悪魔が登場する。怒腐は泣くばかりで誌を穏か

ない村人に対し、次のように震う。 r(…}患者しいノアの洪水が

起こるか、あんたたちの呼び声が怨の銭安はお飛ばしてしまう

まで、ぞうやって耽えたてることはでき写るでしょう。 5 ここ

マ怒われている「ノアの洪水 j が、間約懇毒事のノアの物語容を

指していることは明らかである o ノアの物綴では、アダムの遠

いヂ採であるノアが衿に命じられて籍舟合作る。その後、神が

起こした洪水によって世界は沈み、務長?に乗りこんで生き残っ

たノアとその家族、そして選iまれた動物たちが新しい世界に

えていった o この物語をほのめかしながら、議灘は世界が終わ

るまで泣いているつもりかと村人たちを祢換しているのであ

00 
態灘との契約が行なわれる場泌ぞは、ためらったクリスティ

ーネは f壊罪の山学になる努がいればよいのに J7と考える。 f

の山学 j とは、旧約襲警でアロンが行なった儀式 81こ使われ

た山羊のことである。アロンは機鋒の段に儀式を行い、その

式で汚いられた山学はイスラニじ/レの人々の葬賓と背きと祭会

引き受けて、荒れ野の輿へ追いやられたとされている。クリス

ティーネは、悪魔と契約するという鋒や背信行為を、告分の代

f 黒い蜘妹~ 54 J芝
創世記 j 第る~予重量殺

w 黒い蜘妹~ 6争策。
レピ記 j 第同意 20~ 22節。
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ゴァトヘルフの n患い綴事象3の食事の場商に5もられる警護者撃の影響について

わりに引き受けてくれるような 惑と探して、このように表

しているのだろう。

さらに、二っきらめコニピソードでクりスチンがを号祭に会いに行

く途中に、議い蜘株安見つけて捕まえる場資会見てみよう e ク

リステンはそ子供に洗礼をしてもらうために、弓祭に会いに行く

途中で総書家を5もつけ、死を覚悟して蜘株安捕まえる。との場潟

ではクリステンが、「魂を主の御手にゆだねて、裂なる線設

によって呪縛 dれたように同じ場所にじっどしている務総を

強い手でつかんだ。 j 告と警かれている。 f魂を御手にゆだねて J

という設楽については、新約製議事にイこにスが十字架の上で死ん

だ待に、「父よ、わたしの霊を練学にゆだねます。告と首って

怠を引き取ったことが書かれている o クリステンが蜘株を檎支

えるとの緩衝では、死を覚搭して蜘歓を織まえようどするクリ

ステンを、十字架にかけられたイごにス・三¥'-1)ストと盟主ね合わせ

ているのである。そして、イエスに窓ね合わされたクリスデン

が榔株会殺に閉じ込め、村が平和になることで、神ど怒灘の対

決が衿の勝手!jで終わることが示 2されている。

以上Fもできたように、『黒い蜘獄JIには聖書と関連した簿業

や表現が多く、単語や登場人物の4弘前がそのまま使われている

ととなど、その欝係性は明らかで否定することができないもの

になっている。 れ しかしその一方守、『黒い務妹Jではスイ

9n思い総事象~ 166頁。
10 ノレカによる福音書 j 繁之3綾 46節。

11 こここマ取り上げたものの iまか、基思惑に鑓速する表現として fヨナ
の療と-主 J<r黒い蜘殊J]1ヰ岳彦主}や「黄金の牛 J(問語審 iヰ岳災}など
が作ゅに後場する。 fヨナの燃ご決 j は、ヨナ望書で神議官 37のそば
にさ設え d売会、一晩で結れてし殺った癒ごまのホ;を摘すと進撃えられる。
uヨナ奇襲J第 4 章参照} 双ナ議事では、震ごまの*~まーを支にして枯
れてしまうので、栄えていたものが一線にして滅びてしまう惨さを
委員尊重していると理解できるon患いま波紋Jでは、約Q);s戸について
「双つ?の唐ごまのようにザ淡にして給れることなく、代から代へと

緩いた Jげ黒い総統J] 146 Jf)どき受現されているので、村の名声が
ヨナの長野どまの木のように惨いものではなかったことが述べられ

ているのヤはないだろうか o 2きらに、「ヨナの語審ど荻 j という表茨
のすぐ後に f黄金の体 j 主主総てくるが、これは j協約革連著書の f重量の子

牛J{r出エジプト記 j 多様 32重量} という穏と鑓名手、があると考えられ
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スの農村の風警や食事が毅震になされており、これらを見逃す

ことはできない。 12

f黒い鞠株Jでは食事の場面が細かく滋惨されているが、食
に出される料獲には、スイスやベノレン地方に独特なものがさ善

い。やでもツュッベとワイン粥がベルン地方独特の食べ物どし

て詳しく描写されている。ツュッベは「極上の小言受粉に卵とミ

ノレクをいれてこね合わせ、美しい茶がかった黄色に焼き上げら

れ、編んだ"kの髪のような形蓄とした、一畿の子供ぐらいもあり、

濃さもほぼ問じである 13パンであるツ品ツベはベルン地

方独特のパン菓子だ。 14とも議事かれていて、これ以降にもツ

ュッベが登場する綴闘があることからも、このパンがスイスの

ベルン地方の人々にとって欠か殺ないものであることが分か

る o また、ワイン粥については、 f管ながらの美味いことベル

ン地方独特の粥は、ワインとトーストしたパンど、卵、砂糠、

肉桂、およぴマナフランでできでいる。 15とあり、やはりベル

るo r ~授の子牛 J I立、エジプトから脱出した民衆議主、ぞーセが山 iと
登った議ミ主婦ってこないことを心配し、偶像祭拝金主義楽じられている

にもかかわらず金でよ子守誌の像を作り、その後を喜美拝するまでになっ
てしまったことによって殺に罰せられる審議である。霊童話喜では f金の

そ子牛 j がきっかけになって、人々が E裏手事し争率に書~せられたことが横
かれているが、 F繁い蜘株JI"'t'は f金の子牛 J という表現を使うとこ
とで、 fヨナil)緩ごま j で暗示 dれた、永遠に続くと患われた村の
名狩が次第に滋ちていくととそ殺していると迫害えるととができる o

とのように、作中マはさまざまな謀議筋で整惑と関係がある含獲が

使われていている。象正義喜の都合1::~こと可了は詳しく Fもないが、 f 燃え
るか家どから出てきたと人の男 J<n患い級紙~ 32爽}や fある時は
子学のように優しく、ある時は強めように絞暴だった J (間帯 153

主主}なども限綴に、重量高から影響を受けた表現だと考えることがで
券、本作品と警護著書の関係の深谷惑とより明機なものにしている。

12 r ~悪い露軍事象 JI !とはスイスにき冬犯する地名が参議支援場するの守才、ス
イスから切り離して考えることができない作ぬであることが分か

る.Fr君主lnd-Sporkによると、『篤い蜘株JIil)舞台になっているのはゴ
ットヘルプが牧島援として生活した、スイスの実犯の地方である。

(Vgl. Walbur草aFrel川 d-Spork Leれureschliissel.Jeremias GO/lhelf: 

Die schwarze Spinne. Stuttgart; Rec!皐m，2003. S39.) 
1) W黒い総数 17頁。

14 W黒い草襲撃を五日頁。
Il W黒い級事業JI21頁。
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ゴットヘルプの『黒い蜘株』の食事の場面に見られる聖書の影響について

ン地方の料理であることが読み取れる。作中では食卓に並んだ

さまざまな料理が描写されるが、べ/レン地方らしさを表す料理

には特に焦点が当てられていて、スイスの地方らしさをはっき

りと打ち出した描き方になっている。

食事の準備が整うと、洗礼式から帰ってきた客たちが食事を

始める。食事は休憩を挟んで二回行なわれ、休憩のときに黒い

蜘妹の話が諮られる。二回の食事の場面では、もてなす側とも

てなしを受ける側のやりとりが詳細に述べられているので、詳

しく見ていきたい o まず、一度目の食事で客たちが席に着き終

わると、肉スープが運ばれてきて、スープが終わるとパン菓子

のツュッベ、羊肉、牛肉、乾燥豆、梨、豚肉などが出てくる。

16 二度目の食事でもあぶり肉やお酒が出てきて、非常に豪華

な食事が提供されていたことが分かる。 17 そして、もてなさ

れる客たちは、もてなしを受けた時に必ず一言添えるのが礼儀

だったようだ。なぜなら一つめの黒い蜘妹のエピソードが終わ

り、二回目の食事を始めるときに、客たちは蜘妹が閉じ込めら

れている柱に気をとられて、「またまたとんなにご馳走してく

ださってどういうおつもりなんでしょうね、とか、もう十分す

ぎるくらいに頂いたんですからとても食べられません、などと

いういつもの挨拶も忘れた。 18と書かれているからであるロ

この部分からは、もてなされた人は一度遠慮するか、もしくは

十分すぎるほどの量であるということをお礼として述べるこ

とが礼儀になっていることが分かる。 19このことを踏まえると、

洗礼式の前に代母が朝ごはんをご馳走になる場面が理解しや

すくなるだろう。代母は家に到着するとコーヒーや軽食を出さ

れるが、遠慮したあとでしか食事に手をつけない。さらにワイ

ン粥を出されたときには、「もう食べてしまった J とか、「お腹

16 W黒い蜘妹 Jj 24員。
17 W 黒い蜘株~ 140，141頁 0
18 W 黒い蜘妹~ 138，139頁。
19 Freund-Sporkは、ゴットヘルフは本作品の舞台となった地方だけ
でなく、そこに住む人々の気質もよく知っていたと述べている。 Vgl.
Wa1burga Freund-Spork， a. a. 0.， S.39 

44 



豪華)11涼子

がいっぱいだ j という理由でなかなか食べようとしない。それ

に対して、もてなす縦である家の夫人は、 fおいしくないと患

ってらっしゃる j どか、「上等なもの安食べなれている入には

王子銭きと思えるのね j と言って、二人は食べる、食べないの押

し問答になる。しかし最終的には、食べられないと主張してい

た代母は、拐された食事を食べるのである o その様子は、 f哀

れな代母は王手思惑どばたつかせて抵抗し、もう三釘分も四 E分も

頂きましたわ、総をするのも苦しいほrですわ、と頑張ってみ
たが、すべてが然駄勺あった。年とったのと若いのと二人がか

りで、なだめすかして、とうとう匙会議らせた。すると不思

や不思議。ひ k匙、またひと匙、ちゃんとおさまってゆくでは

ないか。 20となっている。結局はワイン粥を食べていること

から、代憶の食べられないという苦言葉がもてなされることに対

する遠慮やお札であること、家の夫人たちの態度が、遠島設はい

らないから重量べなさいという代紙へのメッセージであると湾

えることがヤぎる。この場麗における過度とも言える液爆の仕

方や、匙ぜを撮らせて食べさせる撒浮は、現代の日本人にとって

は奇妙な風習のように思える。しかし、スイスが山岳地殺にあ

り紙沃なこk織が少ない土地柄であること、この作品が議事かれた

のが 19倣紀ヤあり、飽食の時代ではなかったとと、出会れた

食事の内務が援、種類ともに現代であっても豪華なものである

こと俊道雪えると、過剰なほど ナるととによって、感謝の気

持ち惑と究おしていると考えることができるのではないだろうか。

21 

20 n察い蜘勝~ 22賞。
21 ここでは食事について取りょげたが、さ然や天気の織淳もスイス
らしさぜそ器使している。 f山iこ隣が昇り、静かなせまい緩みいにきら
めくうも校投げる窃 [tp聖書]自然の蕊みによって、勝あたりのいい山媛
のやほC'Iこ妃沃で安全な台継がひらけ j (~黒い蜘毒殺 j 久10Jii)とい
った、山;こ路まれた谷の村が綴そを波える様子が作品の警護滅寸?描写さ
れている。スイスは山 E在地携にあるため、山に務まれて生活する
人#が多く、 UJの靭の披写で小室誌が絡まることによって、スイスら
し主役印象づけているのではないだろうか。また、作ゅでは天気主主
劇的に撃をわる様子もたびたび織かれる。クラスティーネが怒灘と契
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ゴットへノレコ71})n悪い蜘妹』の食毒事のさ議運ぶとえられる墾審I})j事務について

f然い畿妹』は聖審と深い鑓速を持っと i湾待に、食事や人々

の胤穏という点でスイスらしさも閉そ引く作品であることを

見てきた。しかしこの作品においては、聖書とスイスらしさと

いう、-Ji無関採に見えるニつめ婆灘署が、実は務綾な関係を持

っているのである。

先に、スイスらしさが食療の場面で表現 tされていること会

かめた稔ここで注践したいのは、食事の緩衝での登場人物の位

である。一つめの総い糠株のエピソードが終わり、君事たちが

得び食事を始めるとき、客たちは齢株が閉じ込められていると

いう柱を恐れて援も上座に廃りたがらない o そこ句、家の主人

が上援に燦り、食事とニつめの終いクその詩が始まる。ここで

は人々がテ…ブノレを濁ん?座り、主人であるおじいさんの誌を

聞くという構臨になっている。リーダ'1."ある人のまわりに

人々が集まっているという訟式や、数人で食事をしながら絡を

るという場箆は、製奮にもしばしば祭場する。繋畿で最も有

名な食事の場部は、最後の晩餐ままであろう。最後の娩餐は、イ

エスが処刑される前に十二人の弟子たちと食事殺し、裏切り

の存夜会告げる話であり、新約聖書でも最も議重要な場面の一つ

になっている。食事の場醤で重要なことが諮られるという点、

機導者であるイエスの腐りに人々が集まっているという点で、

f熱い蜘妹3の鴻鵠と共通している。また、墾譲事ではイエスが

説教をする場綴で、使徒や民衆がイエスのまわりに集まってい

る様子が徽Fもされる。マダイによる掻営委では、向上の説教で

約する場面では、緩まであったのが、翌朝にはよく務れて爽やかにな
った(~黒い臓検~ 70，77頁参照〉と幾かれている。 さらに、村人の
給談によって然襲撃に子供を差しょ討すことが決まった義務滋マは「山の
上に黒い繁が鎖設もたげJ と、 UJが多い治方らしい不安定な空模様
が捻かれヤぐいで、天候の不安定さ、鄭i約な変化もスイスらしいヨミ気
を殺していると考えられる。
22 マルコによる福資事事 j 繁 14 掌 22~ 26鱗や、「ノレカによる議後
議事 J 第 22 掌 14~ 23賀告で r:i: (7)娩餐 J として最後の娩餐の綴子治宝織
かれている。さらに、 rsハネによる繍資幾 j 第 13業 21-30僚に
も問機の場霞が鎗かれている D
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イエスが選挙殺に教えを続いたことが述べられており、 23 マル

コによる議後畿ではイエスが群衆に対してたとえ務をして、そ

の後弟子たちにたとえ話会十る理由を説明した 24と幾かれて

いる α イエスという指導者ぬまわりに人々が集まり、話をと綴く

という基望書の構閣は、主人であるお乙いさんの穏を客たちが聞

くという友作品の構図と共通点を持っと考えるとどができる o

さらに、懇話事には最後の続餐以外にも食事に関ずる場援が多く、

出エジプト記にはエジプトからシナイ山へ向かうそ…セが、長

曜をたちと梓の前マ食事をする場簡がある。 25 モーセは要望のエ

トロから部下に氏惑と治めさせ、強火な事件についてのみそ…セ

が誌を裁くという方法をと教えてもらい、採用ずる G 箆望書のなか

で、民衆統治について笈粟な示唆がなされる場磁にも食事が後

れているのマある。また、都世記にはコワナンヘ逃げようとした

ヤコブの話がある。ヤコブはi患いかけてきたラパンと、これ以

上ヤロブから搾取しないという約束を結び、お互いの土地の境

界線香と決めた後、…銭安揺いで食事安する o 間 この食惑は約

束を記念し、喜ぶための節目となる食事である。さらに、創後

記ではサラがイサク惑と燦むだろうという確約をアブラハムが

神から得る場面でも、アブラハムが客マある神に会喜多を用意す

る様子が識かれている o ま? との食事では、読み手は容が神で

あることが分かるので、印象深い場面になっている。 28

23 マダイによる福努療 j 第 5愈 1-ヱ筋。
24 マノレエコによる謡音筆者事J繁ヰ草壁 1-12節。
2s出こにジブト記 j 第 l容量震は節。

26 創設記 j 第 31章 4品撃事令

「費IJ註記 j 多彩は章。
2&食事と同様 i之、スイスらしいヌ伎の描写も滋養と濁係がある k考
えられる o 作中では、司祭が綴?と倹をおしてタト泌するこ左告をためら
う機鉛で、「雷鳴 i立後のためらい役目とる神の怒号の声 iこ変わった。J
g 熱い勝敏~ 114主主}とある。ここでは、事事の務として脅が汚いら
れているが、!日約議議の f出エジプト記 j でも神の予防として繁が運業
主義する。 f奇?…セが諮りかけると縛は警察機蓄をもって理事えられた。 j
V出ヱジプト詑 j 第内君津 19鈴}のように、神の子技として雷が告を
われるというぷ-c'、 F蒸い蜘妹j と堅議IJ)繍写は共i換している。さ
らに、太陽をネメfティブに撒くというぷでも，本作品と塗語審は共還し
ていると言うことができる。作中では太陽 i立、常定的 iこ織かれる場
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以上のことから、基義務では食事とスト…り…が密接に結びつ

いていることが分かる。聖書では、食療の場艇が重要な意後会

持つことが多く、さまざまな出来事と食事が連続して揃かれて

いる。 F繁い鵜妹』でも、食事の場面でこつの翻妹のことどソー
ドが諮られているので、食毒事どこの作品は切り縦して考えるこ

とがマぎないものになっている。

f泉い蜘妹』は、 fノプ Jのような葱議事に出てくる言葉であ

るとはっきり分かる誉棄を使っており、建議事と関係が深い物慾

である。ぞれと問符に、作中にはスイスの差益村らしい風習が

かれていて、これらは一見するど駿著書と i玄関係がないように思

われる。しかしながら、これらの自然や農村 (J)滋潔も見方を変

えると塑奮と欝速しているニとが明らかになる珍このことから、

ぷ作品が聖書から影響会受けていることがより明確になる Q

f黒い蜘妹Jは襲警警護と患い出さずに読むことが非常に難しい短

編小説だと慾えるだろう a

会(r生きとしさ急げるものがみな楽しい伎にめざめ、傍受あぴてそ

の命を喜ぶ JIr緩い難者妹~ 9頁) t、数マ人会苦しめる、若手定的なも
のとして捕かれる場合(r暑い太滋も重量しい道も畿のき歩み殺さまた

げなかった J~主義い務総 i 円爽)のこ途りある。太織に対するネガ
ティブ主主イメージは、認ヌド人 iこはあまりなじみのないものだが、聖

著書でも太陽は否定的に織かれることが多いα?ととえば fイザヤ望書J
に、 f絞らは飢えることなく、渇くこともない。/太陽も熱感も絞
ら安打つことはない。 J(多彩 4合意 10節}とあるように、太務め訟は
飢えと民毒事に義務ろしいものでみるようだ。事事の爽としての震と問機

に、太陽を喜子定約に撒くという点でも、基望書警とヱド作&に関i怒号i:Jt出
すことがで iきるだろう。
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